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Ⅰ はじめに 

これまでに本校音楽科では，時代・社会の要請や音楽科の課題，音楽科教育での特質等を踏まえた上で，音楽科

教育で育成することのできる人間像を明らかにし，設定した目指す子ども像を基に研究を進めてきた。その中で，

音楽を形づくっている要素を基にしながら，表現の高まりを目指して活動に取り組む姿や，他教科などの学習を音

楽の学習で生かしたり，音楽で学んだことを他教科等に生かしたりするといった関連させる姿が見られるようにな

った。 

しかし，一方で，初めに感じた思いに迫るための表現の工夫をしていく段階で細部に入り込んでしまい，初めの

思いが生かされなかったり，グループや学級全体で協同的に取り組む良さやその喜びを十分に味わうことができず，

質の高まりを追及できずに終わってしまったりするなどの課題も見られた。 

そこで，これらの成果と課題を踏まえ，本校音楽科では，「思いや意図を基にして表現・鑑賞する力を育む音楽

科授業の創造」というテーマのもと，目指す子ども像を「音楽との豊かなかかわりを求め続ける子ども」と設定し，

授業改善に取り組む必要があると考えた。このテーマの考え方は，現行の指導要領の音楽科の目標にもある，心情

と感性を育成する面と能力を伸長する面を切り離さず，同時に育てていくことを踏まえたものである。さらに，学

力の三要素を高めるために発揮させる「７つの力や態度」を明らかにして，授業改善に取り組む必要があると考え

た。 

Ⅱ 音楽科における７つの力や態度について 

目指す子ども像に迫るための学習指導に関する研究を進めていくにあたって，重要となる7つの力や態度を核と

した学習指導を進めていくこととし，本校音楽科における7つの力や態度を表1のようにまとめ，授業実践を行っ

た。（表１） 

表１ 音楽科における７つの力や態度 

 
未来予測 

目指す表現の全体像やアプローチ
の方法について未来像を予測して計
画を立てる力 

参加 
教材の特徴をとらえようとすることや

協同的な創作活動に進んで参加しようと
する態度 

目的整合 
表現の高まりについて整合を吟味

する力  
協力 
 

表現のよさを生み出したり，表現の高
まりを実感したりするために他者と協力
しようとする態度 

多面・総合 
音楽のもつ価値を多面的・総合的に

考える力 

コミュニケーション 
お互いのよさを認め合い，コミュニ

ケーションを行う力 
つながり 

生活と音楽とのつながりを尊重する態
度 
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表４ 課題把握段階で発揮させたい７つの力や態度 

であると考え，思いや意図を可視化することができるようにしていくこととした。可視化することにより，思いや

意図をもち続けることができ，表現の工夫の観点を子どもたちが見出しやすくなると考えた。また，友達との意見

交換をする際や試行錯誤しながら表現したり鑑賞したりしていく際に基となると考えた。このことにより，拡大歌

詞や音楽設計図は，発揮させたい7つの力や態度への手立てともなってくると考える。  

次に，各過程で，子どものどのような姿が表出されるかを分類し，その姿が見られるためにどのような力や態度

を表出させる必要があるかについて，７つの力や態度の中から関連あるものを発揮させることで，目指す子ども像

へ迫っていくことと考えた。そして，学習過程に沿って段階を踏みながら研究を進め，手立てを明らかにしていく

際，思いや意図をもつ段階，その思いや意図を基に練り上げを図っていく段階，思いや意図を基に振り返ってまと

める段階で考え，関係する７つの力や態度と学習指導の手立てを明らかにし，具体的な指導方法にまでおろしてい

くようにした。 

 １ 授業の実際 

思いや意図の可視化を実現するために，有効な手立てとは音楽設計図を作成することであると考えた。音楽設

計図とは，拡大歌詞や，教科書の楽譜などに子どもたちがはじめに感じた思いを基に「こういう風に歌いたい」

「こんなところに気をつけて演奏したい」という意図を書き込んでいくものである。そして，追求場面では，そ

の思いや意図を基により質の高い表現を目指していくことができるようにしていくこととした。また，まとめの

段階では，振り返りの材料としていくことができるようにした。 

(1) 思いや意図をもつ段階（課題把握）について 

ここでは，楽曲を聴いて思いや意図を明確にする段階である。教師の発問や教材曲を聴いて初めに感じた思

いをそれぞれ書き留めたり，意見を出し合ったりする活動を設定することで，その思いや意図を音楽設計図に

表出させていくことができるようにする。また，自分なりの思いを大切にさせながら友だちの考えを参考に試

行錯誤していく過程の中で変更することになってよいこととし，まとめの段階でその変化にも気づくことがで

きるようにする。 

具体的には，表３のような形で設計図をつくっていくこととし，類型化しながら実践を進めていくこととし

た。（表３） 

表３ 音楽設計図の類型 

  

拡大歌詞 教科書・楽譜等 

  

 

 

 

表現の工夫について子ど

もたちから出た意見を集約

し，拡大歌詞にまとめる。 

個人で書き込んだ思いや意

図，表現の工夫を話し合い，グ

ループでまとめる。 

電子黒板で，自分の思いや意図を友だちに伝

え，考えを共有する。 
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表２ 子どもの様相と発揮させたい７つの力や態度 

これらの７つの力や態度は，学力の三要素である「関心・意欲・態度」「音楽を学ぶ力」「感覚・技能・知識」を

基にしながら発揮させていくことで，さらに学力の三要素の高まりを期待することができると考えた。そこで，子

どもの様相と発揮させたい７つの力や態度の関連を，表2にまとめる。（表２）表中の下線部は学力の三要素との関

連がある子どもの様相ととらえている。 

ここに挙げた７つの力や態度を発揮させることができるような学習指導を行い，改善の方向に向かうためには，

思いや意図を明確にすることは不可欠であると考える。そこで，この思いや意図を基にしながら表現や鑑賞に取り

組むことのできる授業を創造していくことで，これまでの研究の成果を生かし，課題を解決していくことができる

と考える。 

Ⅲ 思いや意図を基にして表現・鑑賞する力を育む音楽科学習指導とは 

思いや意図をもつようにするためには，子どもたちが楽曲を聴いて直感的に感じたり，よさや面白さに気付いた

りすることが大事である。そして，そのよさや面白さが出るように，表現を工夫していくことのできる学習指導を

目指していく。 

解決の視点として，まず，子どもたちの実態として挙げていたように，追求をしていく段階で，教材曲の一部分

のとらえ方に集中するあまり，その部分にのみこだわってしまい，全体的な教材曲の曲想について表現を高めるこ

とができない場合があった。この課題を解決するために，表出した思いや意図を視覚的に残していくことが効果的

・ 感性を働かせて，楽曲の概要をとらえるとともに，追

求したい課題について考える。 
目指す表現の全体像やアプローチの方法につい

て未来像を予測して計画を立てる力  

・ 全体的な特徴を感じ取っていくことと，部分的に分析

し聴き取っていくこととを往還させながら，楽曲の特徴

を感じ取る。 
・ 自他の音楽表現を批判的にとらえ，言葉で表現するな

どしながら課題を把握したり，成長を実感したりする。

・ 既習の発声法・演奏法などの中から教材に適した表現

にするために必要な技能を駆使して活動に取り組む。 

表現の高まりについての整合を吟味する力 

・ 表現の練り上げがうまくいかなくても，粘り強く活動

に取り組む。 
・ 他者と表現の工夫や演奏をすることに進んで取り組

む。 

教材の特徴をとらえようとすることや協同的な

創作活動に進んで参加しようとする態度 

・ 自分と他者の表現を聴き合うことで，楽曲のもつよさ

と，自分や他者の表現の工夫のよさやまだ改善していけ

る点に気付く。 

お互いのよさを認め合ったりするコミュニケー

ションを行う力 

・ 他者と協力しながら全体で音楽表現の工夫をしてい

く。 
表現のよさを生み出したり，表現の高まりを実

感したりするために他者と協力しようとする態度

・ 生活と音楽とのつながりに関心をもちかかわりを見い

だそうとする。 
生活と音楽とのつながりを尊重する態度 

・ 様々な考え方をもとに，音楽を形づくっている要素を

基にする聴き取り方を広げる。 
・ 音楽の背景や文化的側面も取り入れて考えようとす

る。 

音楽の持つ価値を多面的・総合的に考える力 
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表４ 課題把握段階で発揮させたい７つの力や態度 

であると考え，思いや意図を可視化することができるようにしていくこととした。可視化することにより，思いや

意図をもち続けることができ，表現の工夫の観点を子どもたちが見出しやすくなると考えた。また，友達との意見

交換をする際や試行錯誤しながら表現したり鑑賞したりしていく際に基となると考えた。このことにより，拡大歌

詞や音楽設計図は，発揮させたい7つの力や態度への手立てともなってくると考える。  

次に，各過程で，子どものどのような姿が表出されるかを分類し，その姿が見られるためにどのような力や態度

を表出させる必要があるかについて，７つの力や態度の中から関連あるものを発揮させることで，目指す子ども像

へ迫っていくことと考えた。そして，学習過程に沿って段階を踏みながら研究を進め，手立てを明らかにしていく

際，思いや意図をもつ段階，その思いや意図を基に練り上げを図っていく段階，思いや意図を基に振り返ってまと

める段階で考え，関係する７つの力や態度と学習指導の手立てを明らかにし，具体的な指導方法にまでおろしてい

くようにした。 

 １ 授業の実際 

思いや意図の可視化を実現するために，有効な手立てとは音楽設計図を作成することであると考えた。音楽設

計図とは，拡大歌詞や，教科書の楽譜などに子どもたちがはじめに感じた思いを基に「こういう風に歌いたい」

「こんなところに気をつけて演奏したい」という意図を書き込んでいくものである。そして，追求場面では，そ

の思いや意図を基により質の高い表現を目指していくことができるようにしていくこととした。また，まとめの

段階では，振り返りの材料としていくことができるようにした。 

(1) 思いや意図をもつ段階（課題把握）について 

ここでは，楽曲を聴いて思いや意図を明確にする段階である。教師の発問や教材曲を聴いて初めに感じた思

いをそれぞれ書き留めたり，意見を出し合ったりする活動を設定することで，その思いや意図を音楽設計図に

表出させていくことができるようにする。また，自分なりの思いを大切にさせながら友だちの考えを参考に試

行錯誤していく過程の中で変更することになってよいこととし，まとめの段階でその変化にも気づくことがで

きるようにする。 

具体的には，表３のような形で設計図をつくっていくこととし，類型化しながら実践を進めていくこととし

た。（表３） 

表３ 音楽設計図の類型 

  

拡大歌詞 教科書・楽譜等 

  

 

 

 

表現の工夫について子ど

もたちから出た意見を集約

し，拡大歌詞にまとめる。 

個人で書き込んだ思いや意

図，表現の工夫を話し合い，グ

ループでまとめる。 

電子黒板で，自分の思いや意図を友だちに伝

え，考えを共有する。 
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次に，教材曲の概要から，思いや意図をもち，追求したい課題について考えたり（未来像を予測し計画を立

てる力の発揮），既習の発声法・演奏法などの中から教材に適した表現にするための必要な技能について考え

たりしていく（表現の高まりについて整合を吟味する力の発揮）ことが大事になってくる。そのための学習指

導として，表４のような手立てを講じることとした。（表４） 

下に示す実践例３年題材「ふしの感じを生かして教材「山のポルカ」では，よさや面白さを見出すことがで

きるように，「どのようなよさや面白さがありますか」といった発問により，「はずむ感じとなめらかな感じが

変化しているぞ。」というようなよさに気付かせ，表現したい未来像を大まかにとらえることができるように

した。また，表現の高まりに向けた追求活動に生かすことができるように，「はずむ感じにするには，切って

演奏するといいはずだ」というような演奏法の予想について楽譜や歌詞カード等に書き込ませ，追求活動にお

いて整合を吟味することができるようにした。（表５） 

表５  3年題材「ふしの感じを生かして」教材「山のポルカ」 

７つの力や態度 発揮させるための手立て 

目指す表現の全体像

やアプローチの方法に

ついて未来像を予測し

て計画を立てる力 

○ 音楽のよさやおもしろさ

を引き出す発問

○ 思いや意図を子ども自身

で書きとめる活動の設定

表現の高まりについ

ての整合を吟味する力

○目標に迫るための方法を挙

げさせたり，考えながら試す

活動をさせたりする。

過程 新たな学習指導の手立て 実 際

課

題

把

握

○音楽のよさや面白

さを引き出す発問

○思いや意図を子ど

も自身で書きとめる

活動の設定

【音楽設計図例】

（個人）

○思いや意図の交流

を図る。（全体で共有

し，広げる。）

山のポルカにはどのようなよさや面白さがありま
すか。      →個人の思いを書き込み 
・はずむ→なめらか→はずむ  ・リコーダーでの演奏

・おどりたくなる       ・外国の曲

予測して方法まで考える姿

思いや意図の可視化
・なめらかな感じとはずむ
感じがでるように演奏した
い
・Ａの部分は音の長さを
短くしてみよう

音楽設計図

－ 400 －

表４　７つの力や態度を発揮させるための手立て
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表６ 課題追求段階で発揮させたい７つの力や態度 

(2) 思いや意図を基に追求していく段階（課題追求）について 

ここでは，課題把握で作成した音楽設計図に書き込まれた思いや意図を基に，表現の工夫・向上を図ってい

く段階である。さらに，相互発表・鑑賞においては，音楽設計図を基に行うことで，表現の高まりを吟味した

りお互いのよさを認め合ったりさせていく。 

この時，目指す表現に向かって他者と協力しながら工夫や演奏をすることに進んで取り組んだり，自分や他

者の表現を聴き合うことで，楽曲のもつよさと自分や他者の表現の工夫のよさやまだ改善していける点に気付

いたりさせていくことが大切となる。（表現のよさを生み出したり実感したりするために他者と協力しようとす

る。）その際には，試行錯誤しながら音楽設計図と比べさせ，目標とするものに近づきそうか否かについても吟

味させていく。（表６） 

表７の実践例にあるように，音楽設計図を基にして自分だけで取り組むだけでなく，グループ活動において，

個人の考えを出し合いながら，よりよい表現になるようにコミュニケーションを図りながら，追求活動を進め

ることとなる。（表７）進んで取り組めないこどもには，設計図を基に振り返流活動を設定する等の手立てで目

標の確認ができるようにしていく。 

表７ 表現における実践例 

７つの力や態度 発揮させるための手立て 

表現の高まりについての整合を吟味する力 

○ 音楽設計図を基にして表現の工夫を行ったり，目標とす

るものに近づいているかを聴き合いながら確かめたりす

る活動の設定を行う。 
○ これまで学んだ表現の方法を想起させたり学級全体で

試行錯誤し，見付けたりする活動を設定する。 

教材の特徴をとらえようとすることや協同的な創

作活動に進んで参加しようとする態度 

○ うまくいっている・いないをどのような基準をもって判

断しているかを出し，よりよい表現方法について考えを出

し合う場を設定する。 

表現の高まりを吟味したり，お互いのよさを認め

合ったりするコミュニケーションを行う力 

○ 同様の課題に取り組むグループにしたり，別の課題に取

り組む子ども同士で取り組ませたりする組み合わせを変

更する。 

表現のよさを生み出したり，表現の高まりを実感

したりするために他者と協力しようとする態度 

○ 人数比の違うグルーピングにより表現の違いを感じ取

らせる等，音楽設計図を基にしながら比較鑑賞し，よさを

実感させる。 
○ 個別に態度面で減退が見られる子どもの要因を探り，教

師が対処する。 

過程 新しい学習指導の手立て 実際 
課 

題 

追 

求 

○音楽設計図をもと

にした表現の工夫 
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また，鑑賞領域においては，音楽設計図づくりの経験を生かし，感じ取ったり考えたりしたことを，文，絵

や図，体の動きなど多様な方法で表す経験を積み重ねることができるようにする。追求段階では，下の図１の

ように，楽曲の全体から受ける感じをまとめたり，場面分けのようにしていくことで，構成や仕組みについて

考えたりすることができるようにする。（図１）構成を考える際には，初めにもつ思いをまず書き留めた上で，

聴いて感じ取ったことや体を動かしながら感じ取ったことを基にして構成していくようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 鑑賞時の音楽設計図の例 1年題材「ようすを思いうかべて」 

 

図１ 鑑賞における実践例 

○同じ思いや意図を

もつグループでの表

現の練り上げ 

           友達のしたい演奏の仕方は，自分と同じであることを確

認し，思いや意図を共有する。例えば，はずむ感じのとこ

ろは音が汚くならないように演奏しようとするなどであ

る。 

○考えが違う時に意

見を出し合いながら

演奏する。 

             なめらかな感じを出すために，音が途切れないように

音がとぎれないようにするのはどうかなど，意見を出し合

いながら演奏する。 

相 

互 

発 

表 

・ 

鑑 

賞 

○自分と他者の表現

を聴き合うことで，楽

曲のもつよさと，表現

の工夫のよさに気付

く場の設定 

○発表と音楽設計図

を比較することで，表

現の高まりを感じ取

る 

 

 

 

グループの思いや意図を把握しながら

鑑賞できるの同時に，できている点，

不十分な点に気付き表現の高まりを吟

味する際に有効となる。 

より的確な意見

による意見交流

を行う。

相互発表・鑑賞時に各グループ

の音楽設計図をプロジェクタ

ーで投影。 

追求活動において，それぞれのポイントを付加して
いき，仕組みにも気付くことができるようにしてい
く。 

初めにもつ

思い 
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（3） 思いや意図を基につながりをもたせる段階（まとめ）について 

ここでは，楽曲のよさやおもしろさが出ていたかという点について，これまでの自他の表現を振り返りなが

ら，生活や社会とのつながりを考えていくこととなる。つまり，初めの思いや途中で変わった経緯，そしてそ

の整合について吟味しながら表現の高まりを感じ取っていく段階である。（表９） 

設計図に思い描いていた自分の表現に近づいているかどうかを振り返り，自分の表現について価値を見出し

ていくことができるようにした。この段階において，設計図に思い描いていた自分の表現に近づいているかど

うかを振り返り，自分の表現について価値を見出していくことができると考えた。また，音楽の価値を見出す

ことができるように，その音楽のよさにかかわりのあるものを紹介する活動を設定し，より生活・社会と音楽

とのかかわりをみつけることができるようにしていく。 

１年生題材「みんなで合わせよう」では，教材曲「こいぬのまあち」を演奏する際，拍の流れを感じ取って

全体と合わせることが技能面での主な目標となるが，その際の音色と情景とを関連付けて演奏することで音楽

表現の高まりを実感することができる。まとめの段階では，音色を気にするあまり，拍の流れを感じ取れるこ

とができなくなっていないか確かめながら演奏することができるように，これまでの活動を振り返った後，演

奏をするといった方法をとるようにした。 

また，様々な考えをもとに，音楽を形づくっている要素や音楽の背景，文化的側面を基に聴き取り方を広げ

たり，生活と音楽とにつながりに関心をもちかかわりを見出そうとしたりする子どもの様相が出るようにして

いく。そのために，生活・社会との関係をもたせるような発問をしたり，調べる活動を促したりする。 

 ２ 成果と課題 

思いや意図を音楽設計図により可視化し，【参加】【未来予測】【目的整合】の力を発揮させることで，音楽を形

づくっている要素に着目しやすくなっていることや，思いや意図と照らし合わせて自分なりに表現の工夫をして

いくことが有効であることが分かった。 

しかし，他者との関わり合いの中で，表現されたものだけでその価値を判断し，そこに至るまでの過程や，演

奏する人の思いや意図を感じ取ろうとしないことがあった。そのため，表現の工夫に必要な考え方や情報を獲得

することができず，技能が高まらなかったり，よりよい演奏へと高めていく意欲に個人差があったりした。そこ

で，これらの成果と課題を踏まえ，学び合いで追求する喜びを感じられる授業改善の研究とさらなる充実の必要

性が生じた。 

７つの力や態度 発揮させるための手立て 

表現の高まり

についての整合

を吟味する力 

○音楽設計図を基にして振り返る活

動をすることで，自分の思いに合っ

た表現となっているかを吟味するこ

とができるようにする。 

音楽の持つ価

値を多面的・総

合的に考える力

○発問で使用できそうな場面を問う

だけではなく，かかわりのある音楽

を紹介する活動を設定する。 

表８ まとめの段階で発揮させたい７つの力や態度 
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表１０ 「音を聴き合って合わせよう」実践例 

しかし，教材の学びが次なる教材への学びに繋がらず，重点となる「音楽を形づくっている要素」に十分着目

しないまま学習が終わってしまうことがあった。このような場合，教材単位では子どもの学びが深まることがあ

るが，題材全体の学びの深まりという点では課題が残った。そこで，題材の重点となる「音楽を形づくっている

要素」を十分に感じ取ることができるような学習活動を設定することが必要であると考えた。  

３ 充実を図るために 

 (1) 音楽科における探究的な学習 

題材内のそれぞれの教材の中で追求する姿が題材を通して見られる探究的な学習になるようにするために

は，図3のように，題材の重点となる音楽を形づくっている要素を中心とした表現・鑑賞が連続・発展してい

くための学習内容が必要であると考え，学習指導充実の２つの重点を中心におき研究を進めた。（図３） 

 
 

過程 目的に応じた学び合い 実    際 

   

 

 

 

課 

 

題 

 

把 

 

握 

 

 

イ 自分たちの演奏
と，音楽設計図に書
き留めていること
や板書によって出
されている考えと
を比較し，到達度を
把握するための学
び合い 

 場の構成：全体 

    

図３ 題材を通した探究的な学習 

自分達

の演奏 
思いや意図を

明確化し表現

の方向に気付

くことができ

発問：そのよさや面
白さが出るために，
どんなふうに歌っ
てみたいかな。 

発問：「音のカ
ーニバル」に
はどのような
よさや面白さ
があります
か。 

範奏 

範奏と自分達の演奏を比較し追求の方向を明らかにする学習活動 

範唱と自分達の演奏とを到達度を
観点に比較させる。 
【未来予測】【目的整合】 

      ＋ 
【コミュニケーション】 

 範奏は元気な曲だ
けど，自分達の今の演
奏は,その感じがまだ
よく出ていないね。 
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Ⅳ 学び合いで追求する喜びを感じられる学習指導の充実 

  １ 基本的な考え方 

表現や鑑賞の活動をした際に，「できなかったことができるとうれしい」とか「できているけど，さらによく

なってうれしい」と子どもが感じることがある。それは，追求したことで得られた結果やその過程に喜びを感じ

ている姿である。考えの変化が見られるように，課題を明らかにさせるとともに，課題把握から解決への筋道を

想定して学習活動を組み込んで追求する喜びを感じられるようにしていくこととした。 

さらに，子どもが学び合いで追求する喜びを感じられるような学習内容にするためには，一人では改善の方向

が見出せなかったり，技能が高まらなかったりする子どもが，学び合いを通して思いを具現化し「友だちの演奏

を聴いて，こんな風にすればよさそうだということが分かった」「教えてもらってできるようになった」という

喜びを抱くものにするべきであると考える。そのような学習指導を進めていくためには，学習活動設定と指導方

法の工夫が必要であり，7 つの力や態度を発揮させるようにしていく。そのためには，図２のような「学習活動

の設定」「学び合いの意図的導入」「発揮させたい７つの力や態度」「子どもが身に付ける考え方」「教師の具体的

な働きかけ」の５つの手順が必要である。（図２） 

 ２ 授業の実際 

表１０のように，4年生題材「音を聴き合って合わせよう」で，学び合いを導入した授業を行った。（表１０）

すると，学び合いで追求する喜びを感じられる学習指導を充実させていくことで，積極的にお互いの表現を聴き

合う姿が見られ，そこから新たな音楽を形づくっている要素での気付きや理解がみられた。また，思いや意図を

基にした表現の過程を大切にすることで，子どもたちは更に学び合いのよさや，表現が高まっていくことの喜び

を感じられるようになり，次の学習でも生かしていこうとする態度がみられるようになってきた。しかし，本校

音楽科では，〔共通事項〕を核として題材を構成している。その際，題材ごとに重点となる「音楽を形づくって

いる要素」を設定している。重点となる「音楽を形づくっている要素」に着目して音や音楽を聴き取り，それら

の働きによるよさやおもしろさ，美しさを題材全体を通して感じ取ることで，題材のねらいにせまることができ，

学力の３要素を高めていくと考える。 

１ ２ ３ 
４ ５ 

学び合いで追

求する喜びを

感じられる学

習活動の設定

（問題・課題） 

学び合い

ア～ウの

意図的な

導入 

 

発問（問いか

けや価値付

け） 

場の構成 

 

音楽表現や考え

の比較，音楽を形

づくっている要

素と思いとの関

係付け 

教師の具体的な

働きかけ

コミュニケーション 

多面・総合 

目的整合 未来予測 

＋

子どもが身に付

ける考え方 

図２ 学び合いで追求する喜びを感じられる学習指導設定の手順 

本時のねらい 

子どもの実態 
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表１０ 「音を聴き合って合わせよう」実践例 

しかし，教材の学びが次なる教材への学びに繋がらず，重点となる「音楽を形づくっている要素」に十分着目

しないまま学習が終わってしまうことがあった。このような場合，教材単位では子どもの学びが深まることがあ

るが，題材全体の学びの深まりという点では課題が残った。そこで，題材の重点となる「音楽を形づくっている

要素」を十分に感じ取ることができるような学習活動を設定することが必要であると考えた。  

３ 充実を図るために 

 (1) 音楽科における探究的な学習 

題材内のそれぞれの教材の中で追求する姿が題材を通して見られる探究的な学習になるようにするために

は，図3のように，題材の重点となる音楽を形づくっている要素を中心とした表現・鑑賞が連続・発展してい

くための学習内容が必要であると考え，学習指導充実の２つの重点を中心におき研究を進めた。（図３） 

 
 

過程 目的に応じた学び合い 実    際 

   

 

 

 

課 

 

題 

 

把 

 

握 

 

 

イ 自分たちの演奏
と，音楽設計図に書
き留めていること
や板書によって出
されている考えと
を比較し，到達度を
把握するための学
び合い 

 場の構成：全体 

    

図３ 題材を通した探究的な学習 

自分達

の演奏 
思いや意図を

明確化し表現

の方向に気付

くことができ

発問：そのよさや面
白さが出るために，
どんなふうに歌っ
てみたいかな。 

発問：「音のカ
ーニバル」に
はどのような
よさや面白さ
があります
か。 

範奏 

範奏と自分達の演奏を比較し追求の方向を明らかにする学習活動 

範唱と自分達の演奏とを到達度を
観点に比較させる。 
【未来予測】【目的整合】 

      ＋ 
【コミュニケーション】 

 範奏は元気な曲だ
けど，自分達の今の演
奏は,その感じがまだ
よく出ていないね。 

－ 405 －
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図４ 「ようすをおもいうかべてⅡ」の実践 

「音色」という音楽を形づくっている要素に迫るために，必要な演奏法を試行しようとする姿や，学習したこ

とを次の学習へ生かそうとし，目指す表現へのアプローチの方法について考える姿がみられた。また次時の授業

においても，この授業を生かして音色にこだわってばちを選択したりしながら学習を進めていた。 

Ⅴ 本研究の成果と課題 

必要感をもたせられる学び合いを設定し，７つの力や態度を発揮させ，子どもが目指す表現に向かうことが出

来る手段方法を選ぶことができるよう教師の働きかけを具体化することで，ねらいとする学力の３要素に迫るこ

とができた。このことが，教材に出会い，どのように鑑賞したいか等の思いや，目指す表現へのアプローチを考

える等の意図を基にして音楽活動に取り組むことにつながったと考える。学び合いを切実なものにさせるための

教師の働きかけを，低・中・高学年の発達の段階や，子どもの実態に合ったものにしていく必要がある。それぞ

れの技能の向上を全員が喜び高め合うという姿には，まだ不十分な点があった。子どもたちが学力の３要素を関

連させながら向上させるための個に応じた学び合いの手立てを更に検証していく必要がある。 

目的に応じた学び合い 実    際 
   

 

 

 

課 

 

題 

 

追 

 

求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 音楽を形づくっ
ている要素と表現を
関係付けて試行する
学び合い 

場の構成：グループ 

 

 

 

 

 

 

    

自分達

の演奏 

発問：出したい音色

を自分たちで考え

て，その音色を出し

てみよう。 

発問：「優しい音，き

びしい音」を出すに

はどうすればいいか

な。 

出した

い音色

手拍子遊びや楽器遊びを通して，音色が変わる要因を探る活動 

出したい音色と自分たちの演奏を比較させ，

ばちの種類，演奏法によって音色が変わること

を関係付けて思考錯誤する。 

【目的整合】＋【コミュニケーション】 

 同じ手拍子

や楽器なのに

音色が変わる

のはなぜだろ

う。 

過程
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また，子どもたちが，感性を豊かに働かせながら主体的に活動に取り組む態度を育成していく上で大切なこ

とは，音楽活動そのものを楽しんだり，音楽に感動したりするような体験を積み重ねることである。そのため

には，音楽に対する興味・関心をもつようにし，次なる音楽活動を積極的に進めようとする意欲や態度を継続

的に育てていく探究的な学習が必要になる。 

 (2) 学習指導充実の重点の基本的な考え方 

    ① 題材の重点となる音楽を形づくっている要素を十分に感じ取ることのできる活動の設定 

題材の重点となる音楽を形づくっている要素を中心とした表現・鑑賞が連続・発展していくための学習

内容にするため，まず題材の目標と，核となる〔共通事項〕を踏まえて，その題材で子どもたちに身に付

けさせたり，探究的な学びの柱とさせたりしたい音楽を形づくっている要素を設定する。音楽を受容して

得られるリズム感，旋律感，和声感，強弱感，速度感，音色感などを直接的に体験する活動を題材を通し

て行うことで「どのように感じたか」受け入れることができるようにする。 

音楽的感受性は，言葉や理論によって育てられるものでなく，音楽的な経験や，直接的な音楽体験を通

して育成されるものであり，音楽を形づくっている要素を十分に感じ取れていないと比較・関係づけする

際の対象も明確にならず，探究的な学習が深まらないと考えたからである。 

このように題材で設定した「音楽を形づくっている要素」をもとに，題材の最初や途中に音楽遊びの教

材を組み込んだり，毎時の授業の初めに音楽遊びや即興的な表現を取り入れたりして，題材を通して感受

性を高めていく。そうすることは，多様な音楽を直接体験することにつながり，音楽に対する感性を育て

たり，音楽の諸能力を経験的に身に付けたりすることにもなっていく。 

       ②  音楽活動の仕方を学ぶ力 

目指す表現を達成するための有効な手段や方法を選択する考え方として音楽活動の仕方を学ぶ力の育成

を図っていく。それは，題材を通して，その題材の重点となる音楽を形づくっていう要素をいかして表現し

ようとする考え方や，目指す表現を達成するために，効果的な学習の方法や学び合いの仕方を選択し，題材

の重点となる音楽を形づくっている要素と関係付けて話し合いや表現をしていけるようにすることである。

そのためには，意図的な教師の働きかけが重要になってくる。また，昨年度研究で成果のあった学習指導具

体化の手順にこの考え方を入れていくこととする。 

このように「題材の重点となる音楽を形づくっている要素を十分に感じ取ることのできる活動の設定」と

「音楽活動の仕方を学ぶ力」を研究の重点として，題材を通した探究的な学習のある授業を行っていく。「題

材の重点となる音楽を形づくっている要素を十分に感じ取ることのできる活動の設定」は，思考力・判断力・

表現力と知識・技能の向上に作用しつつ，探究的な学習の成立にも役立つこととなる。そうすることで，音

楽に対する興味・関心をもち，音楽活動を積極的に進めようとする意欲や態度をもつ姿がみられ，子どもた

ちは楽しく音楽にかかわり，音楽を学習する喜びを得ることができる。このように学力の３要素をバランス

よく高まることで，思いや意図を基にして表現・鑑賞する力を育むことができると考える。 

以上のことを踏まえ，図４のように，学び合いで追求する喜びを感じられる学習指導の充実を第２学年題

材「ようすをおもいうかべてⅡ」で具体化した。（図４） 
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図４ 「ようすをおもいうかべてⅡ」の実践 

「音色」という音楽を形づくっている要素に迫るために，必要な演奏法を試行しようとする姿や，学習したこ

とを次の学習へ生かそうとし，目指す表現へのアプローチの方法について考える姿がみられた。また次時の授業

においても，この授業を生かして音色にこだわってばちを選択したりしながら学習を進めていた。 

Ⅴ 本研究の成果と課題 

必要感をもたせられる学び合いを設定し，７つの力や態度を発揮させ，子どもが目指す表現に向かうことが出

来る手段方法を選ぶことができるよう教師の働きかけを具体化することで，ねらいとする学力の３要素に迫るこ

とができた。このことが，教材に出会い，どのように鑑賞したいか等の思いや，目指す表現へのアプローチを考

える等の意図を基にして音楽活動に取り組むことにつながったと考える。学び合いを切実なものにさせるための

教師の働きかけを，低・中・高学年の発達の段階や，子どもの実態に合ったものにしていく必要がある。それぞ

れの技能の向上を全員が喜び高め合うという姿には，まだ不十分な点があった。子どもたちが学力の３要素を関

連させながら向上させるための個に応じた学び合いの手立てを更に検証していく必要がある。 

目的に応じた学び合い 実    際 
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ウ 音楽を形づくっ
ている要素と表現を
関係付けて試行する
学び合い 

場の構成：グループ 

 

 

 

 

 

 

    

自分達

の演奏 

発問：出したい音色

を自分たちで考え

て，その音色を出し

てみよう。 

発問：「優しい音，き

びしい音」を出すに

はどうすればいいか

な。 

出した

い音色

手拍子遊びや楽器遊びを通して，音色が変わる要因を探る活動 

出したい音色と自分たちの演奏を比較させ，

ばちの種類，演奏法によって音色が変わること

を関係付けて思考錯誤する。 

【目的整合】＋【コミュニケーション】 

 同じ手拍子

や楽器なのに

音色が変わる

のはなぜだろ

う。 

過程

－ 407 －

渡邊・濵田・五代：思いや意図を基にして表現・鑑賞する力を育む音楽科授業の創造
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付記 

この報告は，平成25年度から平成28年度にかけて鹿児島大学教育学部附属小学校で行った「個の確立を目指す

授業の創造」の研究をまとめたものである。 
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